
 

 

 

腎臓機能障害者への治療等について 
 

１ 透析治療について 

  一般的に、腎臓の機能が１０％未満になると、透析治療が必要といわれている。 

◎血液透析  

・通常、医療機関で治療を実施 

・通院は週 3 回程度で、医療スタッフが治療を行う。１回の治療時間は３～４時間程度 

・手術で動脈と静脈をつなぎ合わせ、静脈に多くの血液が流れる「内シャント」を作り、毎

回そこに刺した針から血液を体の外に取り出し、体にたまった余分な水分や老廃物を器械

で取り除く。 

 

２ 市内患者数及び医療機関数 

 患者数（腎臓機能障害者（１級）数） 

平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 

2,709 人 2,834 人 2,891 人 

 人工腎臓保有医療機関数 （平成 25年４月１日現在） 

川崎区 幸区 中原区 高津区 宮前区 多摩区 麻生区 合計 

6（4） 2（1） 8（3） 6（4） 4（1） 4（1） 6（3） 36(17)

※（ ）は病院数再掲 

 

３ 大規模災害発生時に想定される課題 

 ・透析実施医療機関の建物や透析機器の破損、電気・水道の不通等による透析治療の中止 

・災害発生後、医療機関における透析治療の実施の有無等の患者への情報提供 

・透析実施医療機関の透析治療の中止に伴う代替施設の確保及び搬送手段の確保 

  

４ 災害に備えるための取組 

 ・「災害時透析患者支援マニュアル（透析施設関連情報収集伝達マニュアル）」（神奈川県策

定）に基づく情報の伝達 （資料２） 

 ・緊急透析カード （資料３） 

・「緊急時透析医療協力ネットワーク」（神奈川県透析施設連絡協議会） （資料４） 

 ・「災害時情報ネットワーク」（日本透析医会）による情報の収集と公表 

・透析医療機関における取組 （資料５） 

 ・川崎市の災害時医療の取組 （資料５） 
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資料４
神奈川県透析施設連絡協議会

(神奈川県緊急時透析施設案内マップ　－抜粋ー)





































 

 

透析医療機関における取組 
 

〇「災害手帳」の患者への配布（災害時の施設連絡方法、透析治療中の注意事項、日頃から

備えておく物等を記載） 

 

〇災害用伝言ダイヤルを利用した医療機関からの情報発信と患者の情報の収集訓練の実施 

 

〇透析治療中の停電に備え、透析装置からの離脱訓練の実施 

 

〇関連施設及び近隣施設との連携 

 

〇自家発電装置や貯水槽の設置 

 

 

川崎市の災害時医療の取組 
 

〇神奈川県「災害時透析患者支援マニュアル（透析施設関連情報収集伝達マニュアル）」に 

基づく情報の伝達 

 

〇各区保健福祉センター、関係医療団体、神奈川県救急医療情報システム（ＥＭＩＳ）等に 

よる情報収集 

 

〇市内災害拠点病院等における他都市からのＤＭＡＴの受け入れ 

 

〇ＤＭＡＴが保有する車両による患者搬送や他都市への広域搬送 

 

〇今後設置する災害医療コーディネーターによる透析治療を含んだ災害時の医療の需給の 

調整 

 

〇民間救急の関係団体との災害時患者搬送等の業務協力協定の締結 

 

〇市地域防災計画 

・患者搬送のための市保有の車両、船舶、航空機等の輸送手段 

・市保有の輸送手段を補うための関係機関（自衛隊、海上保安庁、警察、他都市等）への   

要請 

 

〇大都市衛生主管局災害時相互応援に関する確認書の締結 

 

〇九都県市、その他の都市との相互応援協定 

 

〇透析医療機関、救急告示医療機関、２００床以上の病院等へつながる上水道管の耐震管化 

 

資料５


